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第 1 章

新機能および変更された機能

•

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表では、このガイドでの重要な変更点の概要を示します。テーブルは、このガイドに加え

られたすべての変更のすべてを網羅したリストを提供しているわけではありません。

表 1 : Cisco HX Data Platformの新機能と動作の変更点

参照先追加日説明

ダイレクトアタッチドスト

レージ（52ページ）
2019年 7月 12日[SANCloud (SANクラウド)]タ

ブで VSANの作成について説
明する注記が追加されまし

た。

Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
1



Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
2

新機能および変更された機能

新機能および変更された機能に関する情報



第 2 章

概要

•このマニュアルについて（3ページ）

このマニュアルについて
このガイドでは、Cisco HyperFlexシステムのネットワークと外部ストレージアーキテクチャ
の概要について説明します。また、最初の HyperFlexクラスタの設定後に通常実行されるネッ
トワークおよび外部管理手順についても説明します。

このガイドは、サポートされているすべての HXバージョンで使用されます。
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第 3 章

ネットワーク管理

•物理ネットワーク（5ページ）
• VLANとサブネット（7ページ）
•ジャンボフレーム（7ページ）
•論理ネットワーク（8ページ）
•仮想ネットワーク（9ページ）

物理ネットワーク

Cisco UCSアップリンクの接続

Cisco UCSネットワークアップリンクは、UCSファブリックインターコネクト (FIs)のペアか
らお客様のデータセンター内の LANに「ノースバウンド」を接続します。すべてのUCSアッ
プリンクが、複数の 802.1Q VLAN IDをアップリングをまたいで伝送するトランクとして機能
します。デフォルトでは、UCSソフトウェアは、UCS設定で定義されたすべてのVLAN IDが
すべての利用可能なアップリンクでトランクに適格であると想定しています。
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図 1 :論理ネットワーク設計

Cisco FIsは、別のネットワークスイッチではなく、エンドポイントの集合としてネットワー
ク上に出現します。内部的に、Cisco FIsはスパニングツリープロトコル（STP）ドメインに
参加しません。また、レイヤ 2イーサネットリンクで相互接続されないため、ネットワーク
ループを形成できません。アップストリームルートブリッジは、STPを介してすべてのリン
クアップ/ダウン決定を行います。

アップリンクは、両方の FIsから接続され、アクティブにされる必要があります。冗長性を確
保するために、それぞれのFI上で複数のアップリンクを802.3adLinkAggregationControl Protocol
(LACP)ポートチャネルとして、または、個別のリンクを通して、複数のアップリンクを使用
することができます。パフォーマンスと冗長性のレベルを最適化するために、仮想ポートチャ

ネル (vPC)機能を使用して、アップリンクを複数の上流に位置するシスコスイッチへの LACP
ポートチャネルとして構築します。vPCアップリンクを使用すれば、すべてのアップリンクを
アクティブ通過データにすることができるうえ、個別のリンク障害や上流に位置するスイッチ

の故障から保護できます。他のアップリンク設定を冗長にすることはできますが、vPCを利用
できない場合はスパニングツリープロトコルループの回避によってリンクが無効になる可能

性があります。

すべてのアップリンク接続方法で、トラフィックをFI間で、つまり、ファブリックAからファ
ブリック Bへ転送できる必要があります。ケーブル、ポート、またはリンクの障害が発生し
て、通常は UCSドメインから外に出ないトラフィックを強制的に UCSアップリンクに転送し
なければならない場合があります。さらに、FIのファームウェアアップデート中など、トラ
フィックフローパターンのメンテナンス手順を簡単に確認できますが、再起動が必要です。
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VLANとサブネット
Cisco HyperFlexシステム構成では、アップストリーム LANから複数の VLANを UCSドメイ
ンに伝送する必要があります。これらの VLANは、UCS設定で定義します。

表 2 : HyperFlexインストーラで作成された VLAN

目的VLAN IDVLAN名

ESXiホスト管理インターフェイス

HXストレージコントローラ VM管理イン
ターフェイス

HXストレージクラスタローミング管理イ
ンターフェイス

ユーザが指定hx-inband-mgmt

ESXiホストストレージ vmkernelインター
フェイス

HXストレージコントローラストレージ
ネットワークインターフェイス

HXストレージクラスタローミングスト
レージインターフェイス

ユーザが指定hx-storage-data

ゲストVMネットワークインターフェイスユーザが指定hx-vm-data

VMware ESXiホスト vMotion vmkernelイン
ターフェイス

ユーザが指定hx-vmotion

データセンターでは、物理デバイスの管理に専用ネットワークまたはサブネットを使用するこ

とがよくあります。このシナリオでは、2つのFIのmgmt0インターフェイスを専用ネットワー
クまたはサブネットに接続する必要があります。HyperFlexのインストールでは、これを有効
な構成と見なしますが、以下の注意点があります。次のサブネットへの IP接続が可能な場所
に HyperFlexインストーラを展開する必要があります。

• FIの mgmt0インターフェイスのサブネット

•前述の hx-inband-mgmt VLANで使用されるサブネット

（注）

ジャンボフレーム
ジャンボフレームを使用するように hx-storage-data VLANおよびサブネットを通過するすべて
の Cisco HyperFlexストレージトラフィックを設定します。すべての通信が 9000バイトの
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Maximum Transmission Unit (MTU/最大伝送ユニット)サイズを持つ IPパケットを送信するよう
に設定することを意味します。より大きなMTU値を使用すると、送信される各 IPパケットの
ペイロードが大きくなるため、パケットごとにより多くのデータが送信され、結果的にデータ

の送受信が高速になります。この要件は、ジャンボフレームを渡すようにCiscoUCSアップリ
ンクを設定する必要があることも意味します。CiscoUCSアップリンクスイッチでジャンボフ
レームを許可するように設定できなかった場合は、一部の障害シナリオで、特に、ケーブルや

ポートの障害によってストレージトラフィックがノースバウンド Cisco UCSアップリンクス
イッチを通過したときに、サービスの中断につながる可能性があります。

論理ネットワーク
Cisco HyperFlexシステムは、以下の定義済みゾーンに分類される通信パスを備えています。

表 3 :定義された通信パスのゾーン

説明ゾーン

物理ハードウェア、ハイパーバイザホスト、およびストレージプラット

フォームコントローラ仮想マシン（SCVM）を制御するために必要な接続
で構成されます。これらのインターフェイスと IPアドレスは、LAN/WAN
全体でHXシステムを管理するすべてのスタッフが利用できるようにする
必要があります。このゾーンは、ドメインネームシステム（DNS）と
Network Time Protocol（NTP）へのアクセスを提供し、セキュアシェル
（SSH）通信を可能にする必要があります。

管理ゾーン

HyperFlexハイパーコンバージドシステム内で動作するゲストVMにネッ
トワーク IOを提供するために必要な接続で構成されます。通常、このゾー
ンには、ネットワークアップリンクを介して Cisco UCSファブリックイ
ンターコネクト (FI)にトランキングされ、802.1Q VLAN IDでタグ付けさ
れた複数の VLANが含まれています。これらのインターフェイスと IPア
ドレスは、LAN/WAN全体でHXシステム内のゲストVMと通信する必要
があるすべてのスタッフおよびその他のコンピュータエンドポイントが

利用できるようにする必要があります。

VMゾーン
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説明ゾーン

Cisco HX Data Platformソフトウェア、ESXiホスト、およびストレージコ
ントローラ VMが HX分散データファイルシステムに提供するために使
用する接続で構成されます。適切に運用するためには、これらのインター

フェイスと IPアドレスが相互に通信できる必要があります。通常の運用
では、このトラフィックのすべてが Cisco UCSドメイン内で発生します
が、このトラフィックが UCSドメインのネットワークノースバウンドを
通過する必要があるハードウェア障害シナリオがあります。そのため、HX
ストレージトラフィックに使用される VLANは、FI Bから FI Aに、また
は、その逆方向に到達する UCSドメインからのネットワークアップリン
クを通過できる必要があります。このゾーンは、主に、ジャンボフレー

ムトラフィックを含むため、UCSアップリンク上でジャンボフレームを
有効にする必要があります。

ストレージゾー

ン

ESXiホストがゲスト VMの vMotionをホスト間で有効にするために使用
する接続で構成されます。通常の運用では、このトラフィックのすべてが

Cisco UCSドメイン内で発生しますが、このトラフィックが Cisco UCSド
メインのネットワークノースバウンドを通過する必要があるハードウェ

ア障害シナリオがあります。そのため、HXストレージトラフィックに使
用される VLANは、FI Bから FI Aに、または、その逆方向に到達する
CiscoUCSドメインからのネットワークアップリンクを通過できる必要が
あります。

vMotionゾーン

仮想ネットワーク
Cisco HyperFlexシステムは、ハイパーバイザレベルで事前定義された仮想ネットワーク設計
を備えています。HyperFlexインストーラは、4つの異なる仮想スイッチ（vSwitches）を作成
します。各スイッチでは、Cisco UCSサービスプロファイルで定義された vNICによってそれ
ぞれ処理された 2つのアップリンクを使用します。

Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
9

ネットワーク管理

仮想ネットワーク



図 2 : ESXiネットワーク設計

表 4 :インストーラ-作成された vSwitches

説明vSwitch

デフォルトの vSwitch0。自動インストールの一部として、ESXiキック
スタートファイルで名前を変更します。インストーラは、標準の管理

ネットワークポートグループで、デフォルトの vmkernelポート vmk0
を設定します。スイッチは、ジャンボフレームを含まない 2つのアッ
プリンク（ファブリック A上のアクティブとファブリック B上のスタ
ンバイ）を使用します。インストーラは、ストレージプラットフォー

ムコントローラ VMの 2番目のポートグループを作成し、個々の管理
インターフェイスに接続します。VLANは、vNICテンプレートに割り
当てられるネイティブ VLANではないため、ESXi/vSphereで割り当て
られます。

vswitch-hx-inband-mgmt

自動インストールの一部として作成されています。インストーラは、

ストレージハイパーバイザデータネットワークポートグループで、

vmkernelポート vmk1を設定します。システムは、NFSを介した HX
データストアへの接続のため、インターフェイスを使用します。スイッ

チは、ジャンボフレームを必要とする2つのアップリンク（ファブリッ
クB上のアクティブとファブリックA上のスタンバイ）を使用します。
インストーラは、ストレージプラットフォームコントローラ VMの 2
番目のポートを作成し、個々のストレージインターフェイスに接続し

ます。VLANは、vNICテンプレートに割り当てられるネイティブVLAN
ではないため、ESXi/vSphereで割り当てられます。

vswitch-hx-storage-data

Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
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説明vSwitch

自動インストールの一部として作成されています。スイッチは、ジャ

ンボフレームを含まない 2つのアップリンク（ファブリック Aおよび
Bの両方でアクティブ）を使用します。VLANは、vNICテンプレート
に割り当てられるネイティブ VLANではないため、ESXi/vSphereで割
り当てられます。

vswitch-hx-vm-network

自動インストールの一部として作成されています。スイッチは、ジャ

ンボフレームを必要とする 2つのアップリンク（ファブリック A上の
アクティブとファブリック B上のスタンバイ）を使用します。VLAN
は、vNICテンプレートに割り当てられるネイティブVLANではないた
め、ESXi/vSphereで割り当てられます。

VMotion
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第 4 章

クラスタセットアップ後のネットワーク

構成

• QoSポリシーの作成, on page 13
• MACアドレスプールの作成（15ページ）
• HXサーバ用の VLANの作成（16ページ）
•プライベート VLANの概要（18ページ）
• vSwitchの設定（19ページ）
•既存の VMがない状態で VMネットワークのプライベート VLANを設定する（20ペー
ジ）

•既存の VMで VMネットワークのプライベート VLANを設定する（20ページ）
• ESXホストでのプライベート VLANの設定（21ページ）
• vSphere標準スイッチでの VMNICの削除（21ページ）
• vSphere分散スイッチの作成（21ページ）
• vSphere分散スイッチでのプライベート VLANの作成（22ページ）
•分散ポートグループでのプライベート VLANの設定（22ページ）
•仮想分散スイッチ（VDS）または Cisco Nexus 1000v（N1Kv）への vMotionネットワーク
の移行（23ページ）

• Stats Daemonのリセット（25ページ）
•既存のクラスタへの vNICの追加（26ページ）

QoSポリシーの作成
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステ
ムクラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQuality Of
Serviceが決定されます。

vNICポリシー、または vHBAポリシーに QoSポリシーをインクルードし、その後、このポリ
シーをサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があり
ます。

次の表に示されるシステムクラスを設定できます。
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Table 5:システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可能
なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレーン

を 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポリ

シーを割り当てるために使用できます。

プラチナ

Gold

Silver

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに対

する QoSを設定します。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されていて、

変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要に応

じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシーがあり

ます。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

ベストエフォート

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに対
する Quality Of Serviceを設定します。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されていて、

変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、データパ

ケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約された QoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値がある
場合、その値は 0にリマークされます。

Note

ファイバチャネル

UCS Managerで QoSポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 3 [LAN]タブで [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 4 [root]ノード > [Sub-org] > [hx-cluster]の順に展開します

ステップ 5 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 6 [QoSポリシーの作成]ダイアログボックスで、次の表に示すように、システムクラスのフィールドに入力
します。

ホストコントロールレートBurst SizeQoSクラスQoSポリシー名

noneラインレート10240PlatinumPlatinum
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noneラインレート10240GoldGold

noneラインレート10240SilverSilver

noneラインレート10240BronzeBronze

noneラインレート10240ベストエ

フォート

ベストエフォート

ステップ 7 [OK]をクリックします。

MACアドレスプールの作成
すでに存在する可能性があるMACアドレスの重複を避けるために、デフォルトのMACアド
レスのブロックを変更できます。各ブロックには、デフォルトで 100個のMACアドレスが含
まれており、UCSシステムごとに最大 100のHXサーバを展開できます。トラブルシューティ
ングを容易にするために、vNICごとに 1つのMACプールを使用することを推奨します。

8桁目は Aまたは Bのいずれかに設定します。「A」は、ファブリックインターコネクト (FI)
Aにピン接続された vNICで設定されます。「B」は、ファブリックインターコネクト Bにピ
ン接続された vNICで設定されます。

（注）

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Pools] > [root] > [Sub-org] > [hx-cluster] > [MAC Pools]に移動します。

ステップ 3 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 4 [MACプールの作成]ウィザードの [名前と説明の定義]ページで、以下の表に示すように必須フィールド
に入力します。

MACアドレスブロック割り当て順序説明MACプール名

00:25:B5:XX:01:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-mgmt-a

00:25:B5:XX:02:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-mgmt-b

00:25:B5:XX:03:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールstorage-data-a

00:25:B5:XX:04:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールstorage-data-b

00:25:B5:XX:05:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールvm-network-a

00:25:B5:XX:06:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールvm-network-b
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00:25:B5:XX:07:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-vmotion-a

00:25:B5:XX:08:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-vmotion-b

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MAC Address]フィールド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

MACアドレスが変更されると、ソフトウェアは ESXiを以前の設定方法に再設定します。しかし、管理 IP
には DHCPが割り当てられたため、IPが変わります。

MACアドレス変更に対する製造プロセスの影響

•特に顧客がUCSファブリックインターコネクトがないHyperFlexサーバを発注する場合、製造プロセ
スと顧客サイトの間でMACアドレスが変わります。

• MACアドレスは、サービスプロファイルの関連付けの際に設定されます。サービスプロファイルの
関連付けの解除の間は、設定されせん。

•製造プロセスの最後で、サービスプロファイルの関連付けが解除されます。つまり、MACアドレス
が未設定になります。

• HyperFlexサーバを導入する場合は、MACアドレスプールを上にあるように設定します。

• VMWareは Consistent Device Naming (CDN)をサポートしていますが、5.5.SRが公開されて以来、問題
が報告されています。

HXサーバ用の VLANの作成

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [LAN]タブ > [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANS]に移動します。

ステップ 3 次の表に示すように、右クリックして [Create VLANs]を選択します。
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マルチキャストポリシー

名

説明VLAN名

3091HyperFlex次で使用されます。

• ESX管理

•ストレージコント
ローラ VMへの SSH

• HXクラスタ管理
IP：マルチキャスト
トラフィックを使用

• HXデータプラット
フォームプラグイン

用のHyperFlexVMへ
の vCenter接続

hx-inband-mgmt

3092HyperFlex次で使用されます。

• ESX NFSクライアン
ト（IOvisor）

• HyperFlexレプリケー
ション/クラスタ

•クラスタデータ VIP

hx-storage-data

3093HyperFlex次で使用されます。

• VMおよびストレー
ジ vMotion、FT、
iSCSI

hx-vmotion

任意*HyperFlex次で使用されます。

• VMデータトラ
フィック

insert existing vlan name

（注）

•設定オプションは [Common/Global]です。これは、両方のファブリックに適用され、いずれの状況で
も同じ設定パラメータが使用されます。
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• *VMデータVLANに関する特別な推奨事項はありません。VMデータトラフィック用の独自のVLAN
を作成できます。デフォルトでは、HXDPインストーラはVMデータトラフィック用のVLANを作成
しません。

プライベート VLANの概要
プライベート VLANでは VLANのレイヤ 2ブロードキャストドメインがサブドメインに分割
されるので、スイッチで相互にポートを分離できます。サブドメインは、1つのプライマリ
VLANと 1つまたは複数のセカンダリ VLANで構成されます。プライベート VLANドメイン
には、プライマリ VLANが 1つのみ含まれています。プライベート VLANドメインの各ポー
トは、プライマリ VLANのメンバーであり、プライマリ VLANは、プライベート VLANドメ
イン全体です。

プライベート VLANポートの概要

表 6 :プライベート VLANポートのタイプ

説明VLANポート

プライマリ VLANに属します。無差別ポートに関連付けられ、
プライマリ VLANに関連付けられているセカンダリ VLANに属
するすべてのインターフェイスと通信できます。これらのイン

ターフェイスには、コミュニティポートと隔離されたホストポー

トが含まれます。セカンダリ VLANからのすべてのパケットが
この VLANを通過します。

Promiscuous Primary VLAN

隔離されたセカンダリ VLANに属するホストポート。このポー
トは、アソシエートされている無差別ポートと通信できることを

除き、同じプライベート VLANドメイン内の他のポートから、
完全に隔離されています。

隔離されたセカンダリ
VLAN

コミュニティセカンダリ VLANに属するホストポート。コミュ
ニティポートは、同じコミュニティ VLANにある他のポートお
よびアソシエートされている無差別ポートと通信します。

コミュニティセカンダリ
VLAN

HX配備後、VMネットワークはデフォルトで通常の VLANを使用します。VMネットワーク
にプライベート VLANを使用するには、次のセクションを参照してください。

•既存の VMがない状態で VMネットワークのプライベート VLANを設定する（20ペー
ジ）。

•既存の VMで VMネットワークのプライベート VLANを設定する（20ページ）。
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vSwitchの設定
VMware ESXおよび ESXiホストの両方で、GUIまたはコマンドラインから vSwitchを設定で
きます。

CLI設定は、複数の ESXサーバをインストールして、vSwitch設定のスクリプトを構築する際
に非常に便利です。

ESXのインストール後、次の手順で ESXホストの vSwitchを設定します。

ステップ 1 各 ESXサーバのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 リストされた名前を使用して、各 ESXサーバで 3つの vSwitchを作成します。

• vswitch-hx-storage-data

スイッチでMTUを 9000に設定します。

• vmotion

スイッチでMTUを 9000に設定します。

• vswitch-hx-vm-network

ステップ 3 次の CLIコマンドを使用して、3つの新しい vSwitchを作成します。

# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-hx-storage-data

# esxcli network vswitch standard set -v vswitch-hx-storage-data -mtu= 9000

# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-vmotion

# esxcli network vswitch standard set -v vswitch-vmotion -mtu=9000

# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-hx-vm-network

ステップ 4 ESXiのインストール時に作成されるデフォルトの vSwitch vSwitch0は、Hxデータプラットフォームノー
ドのセットアップスクリプトが機能するように、「vswitch-hx-inband-mgmt」に名前を変更する必要があ
ります。次のコマンドを使用してスイッチの名前を変更してから、vmkernelがコンフィギュレーション
ファイルを再度読み取り、新しい名前を使用するように、ホストを再起動します。

# sed -i 's/vSwitch0/vswitch-hx-inband-mgmt/g' /etc/vmware/esx.conf

# reboot

ステップ 5 次のコマンドを使用して、ホストの再起動後に、vSwitchの作成と名前の変更が確認できます。

# esxcli network vswitch standard list

前述の 4つの vSwitchがコマンド出力に表示されていることを確認します。switch-hx-inband-mgmt vSwitch
だけがアップリンクおよびポートグループをリストアップします。HX Data Platformインストーラスクリ
プトは、残りのネットワーク構成を実行します。
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既存の VMがない状態で VMネットワークのプライベー
ト VLANを設定する

ステップ 1 CiscoUCSManagerでプライベートVLANを設定するには、『CiscoUCSManagerネットワーク管理ガイド』
を参照してください。

ステップ 2 上流に位置するスイッチでプライベートVLANを設定するには、『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OSレイ
ヤ 2スイッチング設定ガイド』を参照してください。

ステップ 3 ESXホストでプライベート VLANを設定するには、ESXホストでのプライベート VLANの設定（21ペー
ジ）を参照してください。

既存のVMでVMネットワークのプライベートVLANを設
定する

ステップ 1 CiscoUCSManagerでプライベートVLANを設定するには、『CiscoUCSManagerネットワーク管理ガイド』
を参照してください。

ステップ 2 上流に位置するスイッチでプライベートVLANを設定するには、『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OSレイ
ヤ 2スイッチング設定ガイド』を参照してください。

ステップ 3 ESXホストでプライベートVLANを設定するには、以下を参照してください。ESXホストでのプライベー
ト VLANの設定（21ページ）

ステップ 4 vSphere標準スイッチから新しく作成された vSphere分散スイッチに VMを移行します。

a) vCenter仮想マシンを右クリックして、[Migrate Virtual Machine Networking]をクリックします。
b) ドロップダウンリストから、[source network]および [destination network]を選択します。
c) [Next]をクリックします。
d) 移行する仮想マシンを選択します。
e) [Finish]をクリックします。

ステップ 5 VMのネットワークアダプタのネットワーク接続をプライベート VLANに変更します。

a) vCenter仮想マシンを右クリックして、[Edit Settings]をクリックします。
b) [Hardware]タブから、変更するネットワークアダプタを選択します。
c) [Network Label]ドロップダウンリストから、使用するネットワーク接続を選択します。
d) [OK]をクリックします。
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-9000-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html


ESXホストでのプライベート VLANの設定
ESXホストでプライベート VLANを設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから vSphere標準スイッチの VMNICを削除します。

ステップ 2 前の手順で削除した VMNICを使用して新しい vSphere分散スイッチを作成します。

ステップ 3 無差別、独立、およびコミュニティ VLANを作成します。

vSphere標準スイッチでの VMNICの削除

ステップ 1 VMware vSphereクライアントにログインします。

ステップ 2 [Home] > [Hosts and Clusters]を選択します。

ステップ 3 VMNICを削除する ESXホストを選択します。

ステップ 4 [Configuration]タブを開きます。

ステップ 5 [Networking]をクリックします。

ステップ 6 VMNICを削除するスイッチを選択します。

ステップ 7 [Manage the physical adapters connected to the selected switch]ボタンをクリックします。

ステップ 8 削除する vmincを選択し、[Remove]をクリックします。

ステップ 9 [Yes]をクリックして、選択内容を確認します。

ステップ 10 [閉じる（Close）]をクリックします。

vSphere分散スイッチの作成

ステップ 1 VMware vSphereクライアントにログオンします。

ステップ 2 [Home] > [Networking]を選択します。

ステップ 3 クラスタを右クリックして、[Distributed Switch] > [New Distributed Switch]を選択します。

ステップ 4 [Name and Location]ダイアログボックスに、分散スイッチの名前を入力します。

ステップ 5 [Select Version]ダイアログボックスで、バージョンと構成の要件に対応する分散スイッチバージョンを
選択します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Edit Settings]ダイアログボックスで、次のように指定します。
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• [Number of uplink ports]

• [Network I/O Control]を有効化します。

• [Create a default port group]をオンにします。

• [Port Group Name]ボックスに、デフォルトポートグループの名前を入力します。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Ready to Complete]ダイアログボックスで、設定した内容を確認します。

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

vSphere分散スイッチでのプライベート VLANの作成

ステップ 1 VMware vSphereクライアントから、[Inventory] > [Networking]を選択します。

ステップ 2 dvSwitchを右クリックします。

ステップ 3 [Edit Settings]をクリックします。

ステップ 4 [Private VLAN]タブを選択します。

ステップ 5 [Primary private VLAN ID]タブで、プライベート VLAN IDを入力します。

ステップ 6 [Secondary private VLAN ID]タブで、プライベート VLAN IDを入力します。

ステップ 7 [Type]ドロップダウンリストから、VLANのタイプを選択します。有効な値は次のとおりです。

• [Isolated]

• [Community]

•無差別(デフォルト)

ステップ 8 [OK]をクリックします。

分散ポートグループでのプライベート VLANの設定

始める前に

vSphere分散スイッチでプライベート VLANを作成します。

ステップ 1 [dvSwitch]の下の [dvPortGroup]を右クリックして、[Edit Settings]をクリックします。

ステップ 2 [Policies] > [VLAN]をクリックします。
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ステップ 3 [VLAN type]ドロップダウンリストから [Private VLAN]を選択します。

ステップ 4 [Private VLAN Entry]ドロップダウンリストから、プライベート VLANのタイプを選択します。次のいず
れかを設定できます。

• [Isolated]

• [Community]

コミュニティプライベート VLANが推奨されます。

混合モードポートはサポートされていません。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。

仮想分散スイッチ（VDS）または Cisco Nexus 1000v
（N1Kv）への vMotionネットワークの移行

• HXに依存しない以下の特定のネットワークでは、VMware DVSまたは Cisco Nexus 1000v
を使用して HX Data Platformを設定できます。

vMotionネットワーク

仮想マシンネットワーク

•詳細については、Cisco Nexus 1000vのドキュメントを参照してください。

（注）

HXに依存しない vSwitchと関連するポートグループをDVSネットワークまたはN1Kvネット
ワークに移行するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 vCenterから、DVSスイッチおよびポートグループを作成します。

a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed Switches]の順
に選択します。[Add Distributed Switch]アイコンをクリックします。

b) [NewDistributed Switch]ウィザードを完了します。2つのアップリンクを使用して各DVSスイッチを作
成します。

例：VMネットワークと vmotion pg

• DVSwitch-VMNetwork：DVPortGroup-VMNetwork

• DVSwitch-Vmotion：DVPortGroup-Vmotion
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ステップ 2 vSwitch、VMNetworkを移行します。VMNetworkを、従来の vSwitchから DVSに移行するには、次の手順
を実行します。

a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed Switches]の
順に選択します。

b) [DVSwitch-VMNetwork vSwitch]を選択します。[Add and Manage Hosts]アイコンをクリックします。
[Add and Manage Hosts (ホストの追加と管理)]ウィザードが起動します。

c) [Select task]ページで、[Add Hosts]を選択します。[Next]をクリックします。
d) [Select hosts]ページで、[Add New Hosts]をクリックします。クラスタ内のすべてのホストを選択し

ます。[Next]をクリックします。
e) [Select network adapter tasks]ページで、[Manage physical adapters]と [Migrate virtual machine networking]

を選択します。[Next]をクリックします。
f) [Manage physical network adapters]ページで、vswitch-hx-vm-network：VMネットワークの一部である

物理アダプタが DVSwitch-VMNetworkに割り当てられます。
g) [On other switches/unclaimed list (他のスイッチ/要求解除リスト)]で、スイッチで使用中の

vswitch-hx-vm-networkに対応する vmnicを選択します。
h) [Assign (割り当て)]アップリンクをクリックします。

i) [自動割り当て]を選択します。
j) [OK]をクリックします。ページが更新され、新しく割り当てられた vmnicが [On this switch]にリス

トされます。

k) [Analyze impact]ページに、この移行による影響が表示されます。影響がすべてグリーンであること
を確認します。[Next]をクリックします。

l) [Migrate VM networking]ページで、新しいネットワーク DVPortGroup-VMNetworkに移行する VMを
選択します。

Next

すべてのホストから、コントローラ VM、stCtlVMを除くすべての VMを選択します。
[DVPortGroup-VMNetwork]を選択します。[Next]をクリックします。

各ホストの VMのリストには、コントローラ VMを含むすべての VMが含まれています。
コントローラ VMは選択しないでください。コントローラ VMを移行すると、ストレージ
クラスタが中断されます。

（注）

m) [Ready to complete]ページで、移行の概要を確認します。[Finish]をクリックします。

移行後のシステムによって、複数のネットワーク関連のアラームが生成されます。アラー

ムを確認し、クリアします。

（注）

ステップ 3 vmotion pgに vSwitchを移行します。vmotion pgを、従来の vSwitchから DVSに移行するには、次の手順
を実行します。

a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed Switches]の順
に選択します。

b) [DVSwitch-Vmotion vSwitch]を選択します。[Add and Manage Hosts]アイコンをクリックします。[Add
and Manage Hosts (ホストの追加と管理)]ウィザードが起動します。

c) [Select task]ページで、[Add Hosts]を選択します。[Next]をクリックします。
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d) [Select hosts]ページで、[Add New Hosts]をクリックします。クラスタ内のすべてのホストを選択しま
す。[Next]をクリックします。

e) [Select network adapter tasks]ページで、タスク [Manage physical adapters]と [Manage VMkernel adapters]
を選択します。[Next]をクリックします。

f) [Manage physical network adapters (物理ネットワークアダプタの管理)]ページで、vmotion:vmotion pg
の物理アダプタ部分が DVSwitch-Vmotionに割り当てられます。

[On other switches/unclaimed (他のスイッチ/要求解除)]リストで、スイッチで使用中の vmotionに対応
する vmnicを選択します。[Assign uplink]をクリックし、[Auto-assign]を選択して [OK]をクリックしま
す。ページが更新され、新しく割り当てられた vmnicが [On this switch]にリストされます。[Next]をク
リックします。

g) [Manage VMkernel network adapters (VMkernelネットワークアダプタの管理)]ページで、VMkernel
アダプタをポートグループ DVPortGroup-Vmotionに移行します。

各ホストに対し、[On other switches (他のスイッチ)]で、スイッチで使用中の vmotionに対応する
VMKernelアダプタを選択します。[Assign port group]をクリックします。宛先ポートグループ、
DVPortGroup-Vmotionを選択します。[OK]をクリックします。ページが更新され、VMkernelネット
ワークアダプタが再度割り当てられ、送信元ポートグループと宛先ポートグループがリストされま

す。

h) 新しいネットワーク、DVPortGroup-Vmotionに移行するホストを選択します。[Next]をクリックしま
す。

i) [Ready to complete]ページで、移行の概要を確認し、[Finish]をクリックします。

ステップ 4 移行後の手順：IO、ネットワークの接続性、および VMの移行について、VMに影響がないことを確認し
ます。

Stats Daemonのリセット
Description

ネットワークデーモンは、UDPまたは TCP経由で送信されるカウンタやタイマーなどの統計
情報をリッスンし、1つ以上の着脱可能なバックエンドサービスに集計を送信します。

手動でHXData PlatformサーバにESXを再インストールした後、パフォーマンス統計情報が正
しく表示されるように、stats daemonをリセットします。

アクション：stats daemonの再起動

ステップ 1 ESXホストのコントローラ VMのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 restartコマンドを実行します。

# /etc/init.d/statsd restart
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ステップ 3 ストレージクラスタのすべての ESXホストのコントローラ VMで手順 1および手順 2を繰り返します。

既存のクラスタへの vNICの追加

始める前に

iSCSIまたは NFS、または FC SANを介して FlexPodなどの他のストレージシステムに接続す
るには、HXクラスタの作成時に追加の vNICを追加することをお勧めします。HyperFlexイン
ストーラは、インストール時にオプションで追加の iSCSI vNICまたは FC HBAを作成するよ
うに要求します。外部ストレージが必要な場合、または将来のある時点で設定する必要があり

ます。

HyperFlexは、クラスタ作成後の vNICの追加をサポートしています。既存のクラスタにvNIC
を追加するには、次の操作を実行します。

ストレージクラスタがオフラインになる可能性があるため、これらのハードウェアの変更中に

複数のノードを一度に再起動しないでください。後続のノードに移動する前に、各ホストと

HXクラスタのヘルス状態を検証します。

（注）

まれに、ESXiの vmnicが並べ替えられ、ネットワークサービスを復元するために手動で再設
定する必要があります。この手順を開始する前に、SSHを介してクラスタ内のそれぞれのESXi
ホストで次のコマンドの出力を実行し、保存します。

esxcli network nic list
esxcli network vswitch standard list
esxcli network vswitch standard policy failover get -v vswitch-hx-inband-mgmt
esxcli network vswitch standard policy failover get -v vswitch-hx-storage-data
esxcli network vswitch standard policy failover get -v vmotion
esxcli network vswitch standard policy failover get -v vswitch-hx-vm-network

（注）

ステップ 1 UCSMにログインし、[LAN]タブをクリックして、[ポリシー（Policies）] >ルート > [サブ組織
（Sub-Organizations）] > [このクラスタの Suborgの名前（Name of the Suborg for this Cluster）] > [vNICテ
ンプレート（vNIC Templates）]に移動します。[vNICテンプレート (vNIC Templates)]ノードを右クリッ
クし、選択します。

ステップ 2 [LAN]タブから、 [ポリシー（Policies）] > [root] > [サブ組織（Sub-Organizations） > [このクラスタのサブ
組織の名前（Name of the Suborg for this Cluster）] > [LAN接続ポリシー（LAN Connectivity Policies）] >
[HyperFlex]に移動します。ページ下部の [追加（Add）]をクリックします。名前を指定し、[vNICテンプ
レートの使用（Use vNIC Template）]のチェックボックスをオンにして、ステップ1で作成したテンプレー
トを選択します。最後に [変更の保存（Save Changes）]をクリックし、トリガーされる可能性のある警告
を確認します。
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vNICテンプレートを LAN接続ポリシーに追加すると、サーバは [再起動の保留（Pending Reboot）]状態
になり、新しいインターフェイスを追加するために再起動が必要になります。

この時点では HXサーバを再起動しないでください。（注）

ステップ 3 管理者特権を持つユーザとしてサーバにログインします。

ステップ 4 既存の HX ESXiホストのいずれかをメンテナンスモードにします。

ステップ 5 ホストがシステム保守モードに移行後に、関連付けられているノードを再起動して新しいハードウェアの
追加を完了します。

ステップ 6 一部の設定では、ノードの再起動後に、HXDPソフトウェアがDirectPath I/O設定が変更されたことを検出
し、再設定する必要があります。これにより、ノードの自動リブートが 1回追加されます。

2回目の再起動後、ESXiホストをメンテナンスモードから終了すると、SCVMはエラーなしで自
動的に起動します。

（注）

ステップ 7 クラスタのヘルスステータスをチェックし、次のノードに進む前にクラスタが正常であることを確認しま
す。クラスタのヘルスステータスは、HyperFlex Connectで確認できます。

ステップ 8 すべてのノードがリブートされ、新しい vNICが新しい vmnicインターフェイスとして ESXiに表示される
まで、必要に応じてクラスタの各ノードに対してステップ 3〜7を繰り返します。

ステップ 9 新しい vSwitchを作成し、新しい vmnicをアップリンクとして割り当てます。既存の HyperFlex vSwitchま
たは vmnicを変更しないでください。

クラスタに追加された追加の vNICには必ず新しい vSwitchを作成してください。（注）
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第 5 章

外部ストレージ管理

•外部ストレージ管理の概要（29ページ）
•外部ファイバチャネルストレージ（30ページ）
•ストレージ設定の順序（31ページ）
•外部 NFSストレージへの Cisco HXサーバの接続（47ページ）
•ファイバチャネルのゾーン分割（49ページ）
•ファイバチャネルのゾーン分割 Cisco UCS Manager（50ページ）
•ファイバチャネルゾーン分割の設定（50ページ）
•ダイレクトアタッチドストレージ（52ページ）
•ファイバチャネルスイッチングモード（52ページ）
•ファイバチャネルスイッチングモードの設定（53ページ）

外部ストレージ管理の概要
Cisco HyperFlex Systemは、ユニファイドファブリックを介して SANストレージとネットワー
クアタッチドストレージ（NAS）の両方への統合されたアクセスを提供します。ストレージ
アクセスを統一することにより、Cisco Unified Computing Systemは、イーサネット、ファイバ
チャネル、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）、および iSCSIを介してストレージにアクセス
できます。

次の図は、 Cisco HyperFlex Systemが外部ストレージと統合されていることを示しています。
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図 3 :外部ストレージと Cisco HyperFlexシステムの統合

外部ファイバチャネルストレージ

外部ファイバチャネルストレージへの HyperFlexノードの接続
このドキュメントでは、Tier 1外部ファイバチャネル（FC）ストレージアレイを HyperFlex
ノードに接続する方法を詳しく説明します。外部FCストレージは、次のように、FCエンドホ
ストモードとイーサネットエンドホストモードで HXノードに接続できます。

•ファブリック接続 FCストレージ

•ファブリック接続 FCoEストレージ

ストレージ設計の考慮事項

HX SAN接続の次の設計特性を考慮してください。

•ノースバウンドストレージの物理接続では、LAN接続などの仮想ポートチャネル（vPC）
がサポートされません。

•ポートチャネルまたはトランキングはサポートされており、複数のストレージアップリ
ンクポートを結合して物理リンクの冗長性を確保することができます。

•ストレージはストレージリソースの冗長性を管理します。これはベンダーによって異なり
ます。

•外部ストレージを HXドメインに直接接続すると、追加の処理によりファブリックイン
ターコネクトの物理ポートの使用量が増加します。
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•ストレージリソースへのアクセスを提供するには、VSANやゾーン分割などのソフトウェ
ア設定が必要です。

•外部ストレージ接続を利用する場合は、2つのクラスタ間で LAN接続ポリシーが異なる
可能性があるため、ストレージに接続する各クラスタを独自のドメイン内に置くことが不

可欠です。

• HyperFlexを NetApp IPストレージを備えた既存の UCSドメインに統合する場合、デフォ
ルトの QoSゴールドクラスを 9216バイトに変更します。これにより COS 4でジャンボ
フレームが使用可能になります。詳細については「NetApp KB Article number 000003500」
を参照してください。

ストレージ設定の順序
外部ストレージに HXを接続するには、次の手順に従います。

ステップ 1 管理レベルのクレデンシャルを使用して、HXデータプラットフォームインストーラにログインします。

ステップ 2 最初のワークフローの選択で、[操作内容を理解したうえでワークフローをカスタマイズする]オプション
をクリックします。

ステップ 3 [UCSM設定の実行]および [ESX設定の実行]のみを選択します。

ステップ 4 ウィザードに従って、設定を完了します。

このウィザードで作成するHXポリシー、サービスプロファイルテンプレート、およびサービスプロファ
イルを、HXクラスタに関連付けることになります。

詳細な手順については、「HyperFlex開始ガイド」の HXデータプラットフォームの設定の章を参照して
ください。

クラスタがオンラインになったときは、vHBAはありません。（注）

ステップ 5 以下のストレージタイプのうち 1つか両方を HX FIドメインに接続します。

•ファイバチャネルストレージについては、「HXにファイバチャネルストレージを取り付ける」を
参照してください。

• ISCSIについては、「HXへ iSCSIストレージを取り付ける」を参照してください。

ステップ 6 HXインストーラに再度ログインし、[開始]をクリックします。

ステップ 7 最初のワークフローの選択で、[操作内容を理解したうえでワークフローをカスタマイズする]オプション
をクリックします。

ステップ 8 [HXソフトウェアの展開]を選択し、HXクラスタを作成するウィザードに従います。
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HXにファイバチャネルストレージを取り付ける
この手順では、HX FIドメインへファイバチャネル（FC）ストレージを取り付ける高度な手
順について説明します。

ステップ 1 Cisco UCS Manager GUIにログインします。

ステップ 2 ファイバチャネル通信用の VSANを作成します。詳細については、ファイバチャネルの VSANの作成（
32ページ）を参照してください。

ステップ 3 HyperFlexのWWNNプールとWWNNブロックを作成します。詳細については、WWNNプールの作成を
参照してください。

ステップ 4 ファブリック固有の（hx-aおよび hx-b）WWNNプールとWWPNブロックを作成します。詳細について
は、WWPNプールの作成（34ページ）を参照してください。

ステップ 5 ファブリック Aとファブリック Bにそれぞれ関連付けられている以前作成されたWWPNプールを使用し
て、vHBAテンプレートのペアを作成します。

ステップ 6 HyperFlex SAN接続ポリシーを作成します。詳細については、SAN接続ポリシーの作成（36ページ）を
参照してください。

ステップ 7 クラスタに使用する HXサービスプロファイルテンプレート（SPT）に HX SAN接続ポリシーを割り当て
ます。このステップでは、変更された SPTから作成されたクラスタ内のすべてのノードで pending-ackが
発生します。vHBAを使用してサービスプロファイルの再設定をトリガーするために、クラスタ内のすべ
てのサービスプロファイルのすべての pending-ackを確認します。

ファイバチャネルの VSANの作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用しているすべての vNICとアップリンクポー
トで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが FCoE VLAN IDと重複してい
るすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップされます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN Cloud] > [VSAN]ノードを選択します。

ステップ 3 [VSAN]ノードを右-クリックし、[ストレージ VSANの作成]を選択します。

ステップ 4 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用できま
すが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オブ

ジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

FCエンドポイント -ホストモードのファブリックインターコネクトの
[無効]オプションボタンが選択されていることを確認します。

ファブリックインターコネクトがアップストリームスイッチ

に接続されていないことを確認します。

（注）

[FCゾーニング*]フィールド

環境に応じて設定を選択します。

• VSANがすべての使用可能なファブリック内で同じVSANIDにマッ
ピングされるようにする場合は、[Common/Global]オプションボタ
ンをクリックします。

•ファブリックAとファブリック Bで異なる IDを持つ 2つのVSAN
を作成する場合は、[Both Fabrics Configured Differently]オプション
ボタンをクリックします。

設定

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。FCエンドホスト
モードの場合、3840～ 4079も予約済みの VSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド

ファイバチャネル接続に使用される VLANに割り当てられた固有識別
情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerで
は、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されます。4048をVLANに
割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があります。

[FCoE VLAN]フィールド

WWNNプールの作成

ワールドワイドノード名（WWNN）プールは、ワールドワイドノード名だけを含むWorld
Wide Name（WWN）プールです。サービスプロファイルにWWNNのプールを含める場合、
ソフトウェアは関連するサーバにそのプールからWWNNを割り当てます。

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。
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ステップ 3 プールを作成する [hx-cluster]サブ組織を展開します。

ステップ 4 [WWNN Pools]を右クリックし、[Create WWNN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ダイアログボックスで、[HyperFlex]と入
力します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

[フォーム]フィールド：ブロック内の最初のWWN。

[サイズ]フィールド：ブロックに含めるWWNの数。

WWNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数にする必要があります。たとえば、ノー
ドごとに 7個のポートがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63個
のポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

次のタスク

WWPNプールを作成します。

WWPNプールの作成

WWWPNプールを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools]を右クリックし、[Create WWPN Pool]を選択します。

ステップ 4 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ダイアログボックスで、[hx-a]と入力しま
す。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

[フォーム]フィールド：ブロック内の最初のWWN。

[サイズ]フィールド：ブロックに含めるWWNの数。

WWNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数にする必要があります。たとえば、ノード
ごとに 7個のポートがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63個の
ポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

次のタスク

WWPNプール [hx-b]を作成します。上記の手順に従ってください。

vHBAテンプレートの作成

このテンプレートは、サーバ上の vHBAによる SANへの接続方法を定義するポリシーです。
これは、vHBASAN接続テンプレートとも呼ばれます。このポリシーを有効にするには、この
ポリシーをサービスプロファイルに含めます。

始める前に

vHBAテンプレートポリシーを作成する前に、次のリソースの 1つまたは複数がシステムに存
在することを確認します。

•ネームド VSAN

• WWNNプール、またはWWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [ポリシー] > [ルート] > [サブ組織] > [hxクラスタ]の順に展開します。

ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。

ステップ 4 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[vhba-a]と入力します。

仮想ホストバスアダプタ（vHBA）テンプレートの
名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。スペース、またはハイフン（-）、アンダースコ
ア（_）、ピリオド（.）およびコロン（:）以外の特
殊文字は使用できません。この名前は、オブジェク

トの保存後には変更できません。

[Name]フィールド

256文字以下で入力します。

テンプレートのユーザ定義による説明。

[Description]フィールド

[A]を選択します。[Fabric ID]フィールド
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説明名前

ファブリックAに選択したVSANを選択して、この
vHBAに関連付けます。

[Select VSAN]ドロップダウンリスト

[Updating Template]を選択します。

このテンプレートが変更されると、このテンプレー

トから作成された vHBAが更新されます。

[Template Type]フィールド

デフォルト：2048

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームの
ペイロードバイトの最大サイズ。

[Max Data Field Size]フィールド

[hx-a]を割り当てます。[WWPN Pool]ドロップダウンリスト

<設定しない>[QoS Policy]ドロップダウンリスト

<設定しない>[Pin Group]ドロップダウンリスト

<設定しない>[Stats Threshold Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [OK]をクリックします。

SAN接続ポリシー

接続ポリシーは、ネットワーク内のサーバと SANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを
識別します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれるため、静的 IDを接続ポリシーで使用することはお勧めしません。接続ポリシーは、
複数のサーバを設定するためにも使用できます。

（注）

SAN接続ポリシーの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [ポリシー] > [ルート] > [サブ組織] > [hxクラスタ]の順に展開します。

ステップ 3 [SAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、[Name]として Hyperflexと入力し、オプショ
ンで [Description]に説明を入力します。
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ステップ 5 [WWNNの割り当て（WWNN Assignment）]ドロップダウンから、[Hyperflex]プールを選択します。

各プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、括弧に囲まれた
2つの数字が表示されます。

ステップ 6 [Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前として vhba-aと入力します。

ステップ 8 [vHBAテンプレートの使用（Use vHBA template）]をクリックします。

ステップ 9 [vHBA template (vHBAテンプレート)]ドロップダウンリストから [vhba-a]を選択します。

ステップ 10 [Adapter Policy (アダプタポリシー)]ドロップダウンリストから [VMware]を選択します。

ステップ 11 [OK]をクリックします。

ステップ 12 ステップ 7から 12を繰り返して、vHBA vhba-bを作成し、vhba-bテンプレートを割り当てます。

次のタスク

HXノードサービスプロファイルテンプレートに SAN接続ポリシーを統合します。

HXノードサービスプロファイルテンプレートへの SAN接続ポリシーの統合

このプロシージャにより、この SPTに関連付けられているサービスプロファイルがユーザの
確認をとってから HXノードをリブートします。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Server]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Template] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [Service Template hx-nodes]を選択し、[vHBA]を選択します。

ステップ 4 作業ペインの [Storage]タブで、[SAN Connectivity Policy]セクションにあるドロップダウンリストから
[HyperFlex]を選択します。

ステップ 5 [保存 (Save)]をクリックします。

vNICまたは vHBAを導入済み HyperFlexクラスタへ追加

HyperFlexクラスタをインストールした後でFlexPodなどの追加のストレージを追加するには、
次の手順に従ってください。これらのハードウェアを変更した後は、一度に複数のノードを再

起動しないでください。後続のノードで再起動または手順を実行する前に、各ノードのヘルス

状態を確認します。

仮想ネットワークインターフェイスコントローラ（vNIC）または仮想ホストバスアダプタ
（vHBA）を導入済み HyperFlexクラスタに追加するには、次の手順を完了します。

ステップ 1 HyperFlexのサービスプロファイルテンプレートに vHBAを追加します。詳細については、vHBAテン
プレートの作成 （35ページ）を参照してください。
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vHBAをサービスプロファイルテンプレートに追加した後、HXサーバに再起動が必要と表示
されます。この時点では HXサーバを再起動しないでください。

重要

ステップ 2 vSphere Web Clientを使用して HX ESXiサーバの 1つをメンテナンスモードにします。

a) vSphereWebクライアントナビゲータから、[Hosts and Clusters] > [Datacenter] > [HX Cluster] > [node]
の順に選択します。

b) ノードを右クリックし、[Cisco HX Maintenance Mode] > [Enter HX Maintenance Mode]の順に選択し
ます。

ステップ 3 システム保守モードに移行後に、Cisco UCS Managerの関連付けられているノードを再起動して新しい
ハードウェアの追加を完了します。

ステップ 4 ESXiサーバのパススルーを設定します:

a) vSphere Web Clientナビゲータから、[vCenter Inventory] > [Resources] > [Hosts] > [ESX host] >
[Manage] > [Settings] > [Hardware] > [PCI Devices] > [Edit]の順に選択します。

b) ハードウェアに移動し、[advanced settings]を選択します。
c) [Configure Passthrough]を選択します。
d) パススルーにする [LSI card]を選択して [OK]をクリックします。

ステップ 5 ESXiホストをリブートします。

ステップ 6 ESXiホストが再起動したら、[詳細設定]画面でパススルーデバイスが利用可能になっていることを確認
します。

ステップ 7 HXメンテナンスモードを終了します。

a) vSphereWebクライアントナビゲータから、[Hosts and Clusters] > [Datacenter] > [HX Cluster] > [node]
の順に選択します。

b) ノードを右クリックし、[Cisco HX Maintenance Mode] > [Exit HX Maintenance Mode]の順に選択し
ます。

ステップ 8 HXコントローラを再設定する:

a) システムを右クリックして、[Edit Settings]を選択します。[OK]をクリックします。
b) [Hardware]タブで、PCIデバイスが利用不可と表示されます。デバイスを強調表示して [Remove]を
クリックします。

c) [Add]をクリックします。[PCI device]を選択して、[Next]をクリックします。
d) PCIデバイスがドロップダウンリストで強調表示されている必要があります。[Next]をクリックしま
す。

e) [Finish]を選択します。[OK]をクリックします。

ステップ 9 HXコントローラを右クリックして電源オンにします。

ステップ 10 HyperFlexクラスタのヘルスステータスをチェックし、次のノードに進む前にクラスタが正常であるこ
とを確認します。

# stcli cluster info|grep -i health

Sample output:
healthstate : healthy
state: healthy
storage cluster is healthy

Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
38

外部ストレージ管理

vNICまたは vHBAを導入済み HyperFlexクラスタへ追加



ステップ 11 必要に応じて、クラスタ内の各ノードにプロセスを繰り返します。

HXへ iSCSIストレージを取り付ける
この手順では、HX FIドメインへ iSCSIストレージを取り付ける高度な手順について説明しま
す。

ステップ 1 Cisco UCS Manager GUIにログインします。

ステップ 2 VLANを作成します。

ステップ 3 iSCSIストレージのMACプールアドレスを作成します。詳細については、外部ストレージのMACアドレ
スプールの作成（42ページ）を参照してください。

ステップ 4 ファブリックAとファブリックBにそれぞれ関連付けられているvNICテンプレートのペアを作成します。
詳しくは、iSCSIストレージの vNICテンプレートの作成（43ページ）を参照してください。

ステップ 5 HyperFlex LAN接続ポリシーを作成します。詳しくは、LAN接続ポリシーの作成（44ページ）を参照し
てください。

ステップ 6 クラスタに使用するHXサービスプロファイルテンプレート（SPT）にHX LAN接続ポリシーを割り当て
ます。これにより、変更された SPTから作成されたクラスタ内のすべてのノードで pending-ackが発生し
ます。vNICを使用してサービスプロファイルの再設定をトリガーするために、クラスタ内のすべてのサー
ビスプロファイルのすべての pending-ackを確認します。詳細な手順については、LAN接続ポリシーの作
成（44ページ）を参照してください。

ステップ 7 ネットワークおよびストレージアダプタを追加します。詳しくは、ネットワークアダプタの追加（45
ページ）を参照してください。

iSCSI SANの概念

iSCSISANはコンピュータシステム間またはホストサーバ間でイーサネット接続を使用する、
ハイパフォーマンスのストレージサブシステムです。SANのコンポーネントには、ストレー
ジトラフィックを転送するホストサーバ、スイッチ、ルータ内の iSCSIホストバスアダプタ
（HBA）またはネットワークインターフェイスカード（NIC）、ケーブル、ストレージプロ
セッサ、およびストレージディスクシステムがあります。

iSCSI SANは、クライアント/サーバアーキテクチャを使用します。iSCSIイニシエータと呼ば
れるクライアントは、ホスト上で稼働します。iSCSIプロトコルを使用してカプセル化した状
態で、iSCSIコマンドを発行し送信することで、クライアントは iSCSIセッションを開始しま
す。iSCSIターゲットと呼ばれるサーバは、ネットワーク上の物理ストレージシステムを表し
ます。また、たとえば仮想マシンで稼働する iSCSIターゲットエミュレータなどの iSCSIター
ゲットを仮想 iSCSI SANで提供することもできます。iSCSIターゲットは必要な iSCSIデータ
を送信して、イニシエータからのコマンドに応答します。
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検出、認証、およびアクセス制御

ストレージを検出し、そのストレージへのアクセスを制限するには、いくつかのメカニズムを

使用できます。ストレージアクセス制御ポリシーをサポートするように、ホストとインター

ネット SCSI（iSCSI）を設定する必要があります。

仮想マシンが iSCSI SAN上のデータにアクセスする方法

ESXiは、SANストレージデバイス上にあるVMFSデータストア内の仮想マシンから、ディス
クファイルを保管します。仮想マシンのゲストオペレーティングシステムが自身の仮想ディ

スクに対して iSCSIコマンドを発行すると、SCSI仮想化層により、コマンドが VMFSファイ
ル操作に変換されます。iSCSIイニシエータがネットワーク接続に使用するポートに応じて、
イーサネットスイッチとルータは、ホストがアクセス対象とするストレージデバイスにリク

エストを伝送します。

iSCSI SANでの ESXiの使用

SANと併せて ESXiを使用することで、ストレージが統合されて信頼性が向上するとともに、
ディザスタリカバリにも役立ちます。iSCSI SANストレージシステムを使用するように ESXi
ホストをセットアップする場合は、いくつかの特殊な考慮事項があることに注意してくださ

い。

iSCSIストレージに関するベストプラクティス

iSCSI SANと併せて ESXiを使用する際は、VMwareが提示している問題回避のためのベスト
プラクティスに従ってください。

ストレージシステムがストレージ API（アレイ統合ハードウェアアクセラレーション機能）
をサポートしている場合は、ストレージ予約を確認します。また、ストレージシステム側で

ハードウェアアクセラレーションサポートを有効にする方法について、ベンダーのドキュメ

ントで確認する必要があります。

iSCSI SANの問題の回避

SANと併せてESXiを使用する際は、SAN設定で問題が発生しないよう、以下の特定のガイド
ラインに従ってください。

•各LUNに配置するVMFSデータストアは1つだけにしてください。LUN上に複数のVMFS
データストアを配置することは推奨されません。

•システムが設定するパスポリシーは、それを変更することによってどのような影響がある
かを理解していない限り、変更しないでください。

•設定、アクセス制御、ストレージ、スイッチ、サーバ、iSCSIHBA設定、ソフトウェアお
よびファームウェアのバージョン、ストレージの配線計画を含め、すべての情報を文書化

してください。

•障害時に備えた計画を立てます。トポロジマップの複数のコピーを作成します。各要素に
ついて、その要素で障害が発生した場合に SANに与える影響を検討してください。

Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
40

外部ストレージ管理

検出、認証、およびアクセス制御



•極めて重要な障害点を見逃さないよう、設計に記載されている各種のリンク、スイッチ、
HBA、およびその他の要素のそれぞれをチェックするごとに線を引いて消します。

•スロットとバス速度に基づき、iSCSI HBAが ESXiホストの正しいスロットに設置されて
いることを確認します。サーバで使用可能なバスの間で PCIバスの負荷を分散します。

• ESXiパフォーマンスグラフ、イーサネットスイッチ統計情報、およびストレージパフォー
マンス統計情報を含め、あらゆる可視の情報で、ストレージネットワーク内のさまざまな

モニタポイントを十分に理解します。

•ホストが使用する VMFSデータストアが配置されている LUNの IDを変更する際は注意
してください。IDが変更されると、VMFSデータストアで実行中の仮想マシンで障害が
発生します。VMFSデータストアで実行中の仮想マシンがないとしても、LUNの IDを変
更した後は、ホスト上で再スキャンを行って IDをリセットする必要があります。再スキャ
ンを使用する方法の詳細については、「Storage Refresh and Rescan Operations」を参照

してください。

• iSCSIアダプタのデフォルト名を変更する必要がある場合は、使用する名前が世界レベル
で一意であり、適切な形式になっていることを確認します。ストレージアクセスに問題が

発生しないよう、それぞれ異なるホスト上にあるアダプタであっても、決して複数のアダ

プタに同じ iSCSI名前を割り当てないでください。

• iSCSIトラフィックとアップリンクがそれぞれに専用の vSwitchで隔離されるようにして
ください。

HX FIドメインに iSCSIストレージを追加するための VLANの作成

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [LAN]タブ > [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANS]に移動します。

ステップ 3 以下の表に示すように、右クリックして [VLANの作成]を選択します。

VLAN ID（デフォ
ルト）

マルチキャスト

ポリシー名

説明VLAN名

4201HyperFlex外部ストレージの接続を追加するために使

用されます

hx-extstorage-iscsi

•設定オプションは [Common/Global]です。これは、両方のファブリックに適用され、いずれ
の状況でも同じ設定パラメータが使用されます。

•共有タイプは、[None]に設定されます。

（注）

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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次のタスク

外部ストレージのMACプールを作成します。

外部ストレージのMACアドレスプールの作成

すでに存在するMACアドレスの重複を避けるために、デフォルトのMACアドレスのブロッ
クを変更します。各ブロックには、デフォルトで 100個のMACアドレスが含まれており、
UCSシステムごとに最大 100のHXサーバを展開できます。トラブルシューティングを容易に
するために、vNICごとに 1つのMACプールを使用することを推奨します。

8桁目は Aまたは Bに設定します。「A」は、ファブリックインターコネクト (FI) Aにピン接
続された vNICで設定されます。「B」は、ファブリックインターコネクト Bにピン接続され
た vNICで設定されます。

（注）

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Pools] > [root] > [Sub-org] > [hx-cluster] > [MAC Pools]に移動します。

ステップ 3 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 4 [MACプールの作成]ウィザードの [名前と説明の定義]ページで、以下の表に示すように必須フィールド
に入力します。

MACアドレスブロック割り当て順序説明MACプール名

00:25:B5:XX:1:01-63SequentialHyperFlexシステムに外部スト
レージを追加するためのMAC
プール

hx-extstorage-a

MACアドレスの最後のブロックを確認し、次の順序のブロックを使用して、両方のファブリック
に新しいMACプールを作成してください。

（注）

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MAC Address]フィールド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

次のタスク

手順を繰り返して、ファブリックインターコネクト bにMACプール hx-extstorage-bを作成し
ます。

iSCSIストレージの vNICテンプレートの作成

このテンプレートは、サーバ上のvNICとLANの接続方法を定義するポリシーです。これは、
vNIC LAN接続テンプレートとも呼ばれます。このポリシーを有効にするには、このポリシー
をサービスプロファイルに含める必要があります。

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•ネームド VLAN

• MACプール

• Jumbo MTU

• QoSポリシー

ステップ 1 Cisco UCS Managerで、[LAN]タブ > [Policies] > [root] > [Sub-Organization] > [Hyperflex] > [vNIC Templates]
に移動します。

ステップ 2 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 3 [Create vNIC Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

extstorage_iscsi-aを入力します

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ

以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。

[Description]フィールド

[A]を選択します[Fabric ID]フィールド
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説明名前

Primary[Redundancy]ドロップダウンリスト

アダプタTarget

[Updating Template]を選択します。

このテンプレートが変更されると、このテンプレー

トから作成された vNICが更新されます。

[Template Type]フィールド

hx-extstorage-iscsi（上記で作成したもの）[VLAN]フィールド

vNIC名[CDN Source]

9000[MTU]ドロップダウンリスト

hx-extstorage-a（以前に作成済み）[MAC Pool]

Bronze[QoS Policy]ドロップダウンリスト

DynamicConnection

ステップ 4 [OK]をクリックします。

次のタスク

FI Bの vNICテンプレートを作成します。

LAN接続ポリシー

接続ポリシーは、ネットワーク内のサーバと LANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。このポリシーは、プールを使用してMACアドレスをサーバに割り当て、
サーバがネットワークとの通信に使用する vNICを識別します。

これらのポリシーはサービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレートに含まれて

いるため、接続ポリシーで静的 IDを使用しないことをお勧めします。接続ポリシーは、複数
のサーバを設定するためにも使用できます。

（注）

LAN接続ポリシーの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Sub-Org] > [hx-cluster] > [LAN Connectivity Policies] > [HyperFlex]を展開します。

ステップ 3 [vNICの追加（Add vNICs）]をクリックします。
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ステップ 4 [vNICを作成 (Create vNIC)]ダイアログボックスで、名前を入力します。vNICテンプレートと冗長ペアの
使用をチェックしてください。

例: iscsi-A

ステップ 5 ピア名を入力します。

例: iscsi-B

ステップ 6 [vNIC Template (vNICテンプレート)]の名前として、ドロップダウンリストから [iscsi-A]を選択します。
[OK]をクリックします。

ステップ 7 ステップ 3から 6を繰り返して、vNIC iscsi-Bを作成し、vNIC-bテンプレートを割り当てます。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。表示される [変更の保存 (Save Changes)]ボックスで、[はい (Yes)]をク
リックして変更を受け入れます。

HXノードサービスプロファイルテンプレートに LAN接続ポリシーを統合します。

HXノードサービスプロファイルテンプレートへの LAN接続ポリシーの統合

ステップ 1 [Server (サーバ)]タブに移動し、[root] > [Sub-Org] > [hx-cluster] > [Service Template hx-nodes]の順に展開
します。

ステップ 2 作業ペインの [Network (ネットワーク)]タブで、[LAN Connectivity Policy (LAN接続ポリシー)]セクショ
ンにあるドロップダウンリストから [HyperFlex]を選択します。

ステップ 3 [Modify vNIC/HBA Placement]をクリックします。iscsi vNICが適切な順序かどうかを確認します。それら
がその順序で最後になっていることを確認します。必要に応じて配置し直します。

FCと iSCSIの両方のストレージを追加する場合は、vHBAの順序が vNICの順序に先行します。（注）

ステップ 4 [Save（保存）]をクリックします。

このプロシージャにより、この SPTに関連付けられているサービスプロファイルがユーザの
確認をとってから HXノードをリブートします。

ネットワークアダプタの追加

ステップ 1 VMware vCenterに進みます。

ステップ 2 [HXノード（HX node）]を選択します。

ステップ 3 [Configuration] > [Hardware]に移動します。

ステップ 4 [ネットワークアダプタ（Network Adapters）]をクリックします。

ステップ 5 作成した iSCSI vmnicが [Network Adapters]に表示されていることを確認します。[Networking]をクリッ
クします。
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ステップ 6 [Create vSphere Standard Switch]を選択し、新しい vSwitchを作成して、前に追加した 2つの vNICを選択
します。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 ポートグループを作成し、接続タイプを [VMkernel]に設定します。[PortGroupProperties]セクションで、
[Network Label]、[VLAN ID]、および [Network Type]に値を入力します。

ステップ 9 [次へ]をクリックし、[IP Address]に iSCSIイニシエータの IPアドレスを入力します。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。vswitchが作成され、1つの vmkernelポートグループが割り当てられます。

マルチパスを設定する場合は、作成した vswitchの [Properties]をクリックし、[Add]をクリック
して別の vmkernelポリシーを追加します。上記のステップ 8および 9を実行します。[Finish]を
クリックします。

2つの vmkernelポートを使用してマルチパスを設定した場合は、NICチーミングポリシーを設
定します。

最初の vmkernelポートをクリックして [編集]をクリックし、[NICチーミングチェックボック
スをオンにしてスイッチフェールオーバー順序をオーバーライドします。一方の vnicアダプタ
をアクティブにしてもう一方を未使用の状態にします。2番目の vmkernelポートについて、以
上の逆の設定を行います。

注目

ストレージアダプタの追加

ステップ 1 VMware vCenterに進みます。

ステップ 2 [HXノード（HX node）]を選択します。

ステップ 3 [Configuration] > [Hardware]に移動します。

ステップ 4 [ストレージアダプタ（Storage Adapters）]をクリックします。

ステップ 5 [USB Storage Controller]を選択します。

ステップ 6 [Add]をクリックします。

ステップ 7 [Add iSCSI Software Adapter]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 新しい [Software iSCSI adapter]が [Storage Adapter]リストに追加されます。追加された [Software iSCSI
Adapter]をリストから選択します。

ステップ 10 [Properties] > [Network Configuration]タブの順にクリックします。

ステップ 11 [Add]をクリックします。

ステップ 12 vNIC 10と vNIC 11が表示されているはずです。この両方を選択して、[OK]をクリックします。

ステップ 13 [Dynamic Discovery]タブに移動します。

ブランクで表示されます。

ステップ 14 [Add the iSCSI target IP against the iSCSI adapter]をクリックします。デフォルトポートとして使用します。

ステップ 15 [OK]をクリックします。
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ターゲットが取り込まれます。2番目の IPマルチパスに対して、上記の手順を繰り返します。

ソフトウェアは、再スキャンを要求してきます。[Yes]をクリックします。iSCSI LUNが割り当
て済みの場合は、ソフトウェアの [Configuration (設定)]でデバイスの下にその iSCSI LUNが表
示されます (シッククライアント)。

（注）

ステップ 16 [Storage]に移動します。

ステップ 17 [Configuration]タブで、[Add Storage]をクリックします。

ステップ 18 [Storage Type]として [Disk]または [LUN]を選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 19 LUNが表示されます。それを選択してから、[Next]をクリックします。

ステップ 20 [Datastore Name]にデータストア名を入力し、[Finish]をクリックします。

外部 NFSストレージへの Cisco HXサーバの接続

Network File System
ESXiに統合されたNFSクライアントは、ネットワークファイルシステム（NFS）プロトコル
を使用して、NASサーバ上にある指定の NFSボリュームに TCP/IPでアクセスします。ESXi
ホストにはボリュームをマウントすることができ、そのボリュームでストレージニーズに対応

します。

ESXiは、ほとんどの NFSボリュームで以下のストレージ機能をサポートします。

• VMotionおよび Storage vMotion

•ハイアベイラビリティ（HA）

•分散リソーススケジューラ（DRS）

NFSに関する注意事項と要件
NFSストレージを使用する際は、設定、ネットワーク、NFSデータストアに関する以下の注意
事項に従ってください。

NFSサーバ設定時の注意事項

•使用する NFSサーバが VMware HCLに記載されていることを確認します。サーバファー
ムウェアに適切なバージョンを使用する必要があります。

• NFSストレージを設定する際は、ストレージベンダーの推奨事項に従います。

• NFSボリュームはNFSを使用してTCPでエクスポートされるようにする必要があります。
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•ホストのそれぞれにボリュームへのルートアクセス権限が割り当てられるようにします。
NASサーバがルートアクセス権限を付与しないとしても、ホスト上に NFSデータストア
をマウントすることはできます。ただし、そのデータストアで仮想マシンを作成すること

はできません。

• NFSサーバが 1つの共有に対して両方のプロトコルバージョンを指定していないことを
確認します。

•ファイルを保管する基礎のNFSボリュームが読み取り専用となっている場合は、NFSサー
バがそのボリュームを読み取り専用としてエクスポートすることを確認してください。そ

うでない場合は、ESXiホスト上でそのボリュームを読み取り専用データストアとして設
定する必要があります。このようしないと、ホストがそのデータストアを読み取り/書き
込みに対応すると見なし、ファイルを開けなくなります。

NFSネットワークに関する注意事項

•ネットワーク接続を可能にするには、ホストに標準ネットワークアダプタが必要です。

• ESXiはレイヤ 2およびレイヤ 3のネットワークスイッチをサポートします。レイヤ 3ス
イッチを使用する場合は、ESXiホストとNFSストレージアレイをそれぞれ別のサブネッ
トに配置して、ネットワークスイッチでルーティング情報を処理する必要があります。

• NFSトラフィックとアップリンクがそれぞれに専用の vSwitchで隔離されるようにしてく
ださい。

• NFSストレージにはVMkernelポートグループが必要です。新しい仮想スイッチ（vSwitch）
上に、IPストレージの VMkernelポートグループを追加してください。vSwitchスイッチ
としては、vSphere標準スイッチ（VSS）またはvSphere分散スイッチ（VDS）を使用でき
ます。

•複数のポートで NFSトラフィックに対応する場合は、それに応じて適切に仮想スイッチ
と物理スイッチが設定されていることを確認します。詳細については、vSphereネットワー
クに関するドキュメントを参照してください。

NFSストレージの設定の詳細については、ストレージベンダーのドキュメントを参照してく
ださい。

（注）

NFSストレージの vSwitch、アダプタ、およびポートグループの作成

ステップ 1 vCenter Webクライアントで、[インベントリ] > [ホストとクラスタ] > [DC] > [ホスト]に移動し、以下の手
順を実行します。

a) [Configuration]タブで、[Networking] > [Add Networking]の順にクリックします。
b) ウィザードボックスで、[VMkernel]を選択し、[次へ]をクリックします。
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ステップ 2 [Create vSphere Standard switch]を選択し、使用可能な vmnicを選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 3 ポートグループの名前を入力します。例：NFS

環境にネイティブ VLANがある場合、VLAN IDをデフォルトのままにします。。

ステップ 4 IP設定 情報を入力し、[次へ]をクリックし、[終了]をクリックします。

NFSストレージ環境の設定

ステップ 1 NFSサーバで、NFSボリュームを設定し、そのボリュームをマウント先の ESXiホストにエクスポートし
ます。NFSサーバの IPアドレスまたは DNS名および絶対パス、あるいは NFS共有フォルダ名に注意して
ください。

このデータストアをマウントする各ホストが、ActiveDirectoryドメインの一部になっていること、
およびホストごとに NFS認証クレデンシャルが設定されていることを確認します。

（注）

ステップ 2 vCenterシッククライアントで、[Storage]に移動します。[Configuration]タブで、[Add Storage]をクリック
します。ウィザードボックスで、[Network File System (NFS)]を選択します。[Next]をクリックします。

ステップ 3 [Local NFS]ウィザードが表示されます。ターゲットサーバの IPアドレスと、そのアドレスに対応するパ
スを入力します。データストアに名前を付けます。[Next]と [Finish]をクリックします。

注：サービスプロファイルテンプレート、サービスプロファイル、およびポリシーに関してCisco
UCS Managerで行う必要がある変更はありません。詳細については、vSphereネットワークに関
するドキュメントを参照してください。

（注）

ファイバチャネルのゾーン分割
ファイバチャネル（FC）ゾーン分割によって、FCファブリックを 1つ以上のゾーンに区切る
ことができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できる FCイニシエータと FCターゲット
のセットが定義されます。ゾーン分割により、ホストとストレージデバイスまたはユーザグ

ループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできま
せん。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。
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1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

ファイバチャネルのゾーン分割 Cisco UCS Manager
Cisco UCS Managerは、スイッチベースのファイバチャネル (FC)ゾーン分割と Cisco UCS
Managerベースの FCゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメイン内ではゾー
ン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使ってCisco
UCSドメインを設定できます。

• Cisco UCSManagerベース FC分割：ローカルのゾーン分割と直接接続ストレージを組み合
わせます。FCまたは FCoEストレージは、ファブリックインターコネクト (FI)に直接接
続します。Cisco UCSローカルゾーン分割を使用して Cisco UCS Managerのゾーン分割を
実行します。既存の FCまたは FCoEアップリンク接続を無効にします。Cisco UCSは、
Cisco UCSローカルゾーン分割機能の使用と共存するアクティブな FCチャネルまたは
FCoEアップリンク接続を現在サポートしていません。

•スイッチベースの FCゾーン分割—ダイレクトアタッチドストレージとアップリンク
ゾーン分割を組み合わせます。FCまたはFCoEストレージは、FIに直接接続します。MDS
またはNexus 5000スイッチを使用して、CiscoUCSドメインドメインの外部でゾーン分割
を実行します。この設定では、CiscoUCSドメインでのローカルゾーン分割はサポートさ
れません。スイッチベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSドメインはアップストリーム
スイッチからゾーン分割設定を継承します。

ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

推奨事項

• Cisco UCS Managerで FCゾーン分割を処理する場合、FIをファイバチャネルスイッチ
モードにする必要があります。エンドホストモードでは FCゾーン分割を設定できませ
ん。

• Cisco UCSドメインドメインが 2つの FIで高可用性に設定されている場合は、両方の FI
を同じ VSANセットで設定することを推奨します。

ファイバチャネルゾーン分割の設定

手順の概要

1. まだ完了してない場合は、Cisco UCSドメイン内のファブリックインターコネクトの接続
を、外部ファイバチャネルスイッチ（MDSなど）から切り離します。
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2. 外部ファイバチャネルスイッチによって管理されたゾーンが Cisco UCSドメイン含まれ
る場合は、これらのゾーンを削除するために、影響を受けたすべての VSANで
clear-unmanaged-fc-zone-allコマンドを実行します。

3. ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブリックインターコネクトでファイバ

チャネルスイッチングモードを設定します。

4. ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必要なファイバチャネルとFCoEストレー
ジポートを設定します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、Cisco UCSドメイン内の
ファブリックインターコネクトの接続を、外部ファ

ステップ 1

イバチャネルスイッチ（MDSなど）から切り離し
ます。

この機能は現在、Cisco UCS Manager GUIでは使用
できません。この手順は、CiscoUCSManagerCLIで
実行する必要があります。

外部ファイバチャネルスイッチによって管理され

たゾーンがCiscoUCSドメイン含まれる場合は、こ
れらのゾーンを削除するために、影響を受けたすべ

ての VSANで clear-unmanaged-fc-zone-allコマン

ドを実行します。

ステップ 2

エンドホストモードではファイバチャネルゾーン

分割を設定できません。http://www.cisco.com/c/en/us/
ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブ

リックインターコネクトでファイバチャネルスイッ

チングモードを設定します。

ステップ 3

td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/
GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_
Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_GUI_
Storage_Management_Guide_3_1_chapter_
01110.html#task_
B6E0C2A15FE84D498503ADC19CDB160Bを参照して
ください。

「Configuring an Ethernet Port as an FCoE Storage Port」
および「Configuring a Fiber Channel Storage Port」を

ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必

要なファイバチャネルとFCoEストレージポートを
設定します。

ステップ 4

参照してください。次のリンクを参照してくださ

い。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/
ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/b_
UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_
GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_
01100.html#task_
A33D13CA58924EB1AD35EBA473B92625
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_01110.html#task_B6E0C2A15FE84D498503ADC19CDB160B
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_01110.html#task_B6E0C2A15FE84D498503ADC19CDB160B
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_01110.html#task_B6E0C2A15FE84D498503ADC19CDB160B
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ダイレクトアタッチドストレージ
標準的なダイレクトアタッチドストレージ（DAS）システムは、ホストバスアダプタ（HBA）
を介してコンピュータに直接接続されているデータストレージデバイスで構成されています。

これら2つのポイント間にはネットワークデバイス（スイッチやルータなど）がありません。
DAS接続に使用される主要なプロトコルは、ATA、SATA、eSATA、SCSI、SAS、USB、USB
3.0、IEEE 1394、およびファイバチャネルです。

Cisco UCS Managerでは、SANスイッチでゾーン分割設定をプッシュしなくても DASを使用
できます。ここで説明されているDASの構成では、ストレージアレイポートとファブリック
インターコネクトの間に物理ケーブルが接続済みであることが想定されています。

ストレージが直接接続されている場合でも、[SAN Cloud (SANクラウド)]タブにVSANが作成
されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモード
ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装

置としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリック

インターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダ

プタ（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されてい
るファイバチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。こ

の動作は、vHBAをファイバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されま
す（動的なピン接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポー

トはファブリックの残りの部分に対してサーバポート（Nポート）となります。エンドホスト
モードの場合、ファブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相

互に転送するのを拒否することでループを回避します。

エンドホストモードは Nポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォル
トのファイバチャネルスイッチングモードです。

エンドホストモードを有効にした場合、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートに固
定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vHBAを
ピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）
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Switch Mode

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使用

して、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。

ファイバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、ストレージに
直接接続された 1つの Cisco UCSドメイン）ポッドモデル、または SANが存在する（アップ
ストリームMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。スイッチモードはデフォルトのファ
イバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードを変更する場合、CiscoUCSManagerの動作はバージョ
ンによって異なります。

UCS Managerバージョン 3.1(1)以前のリリースで、Cisco UCS Managerは同時にファブリック
インターコネクトを同時に再起動します。

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、両方の Cisco UCSファブリックイン
ターコネクトが同時にリロードします。ファブリックインターコネクトがリロードすると、約

10～ 15分のダウンタイムがシステム全体で発生します。

UCSManagerバージョン3.1(2)では、ファイバチャネルスイッチングモードが変更されると、
UCSファブリックインターコネクトが順次リロードされ、2番目のファブリックインターコ
ネクトがファイバチャネルスイッチングモードの変更を完了してシステムの準備が整うまで

に数分かかることがあります。

UCSManagerRelease 3.1(3)では、スイッチングモードを変更した結果として、従属ファブリッ
クインターコネクトが初めて再起動されます。プライマリファブリックインターコネクトは、

[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動します。プライマリファブリックインターコ
ネクトがファイバチャネルスイッチングモードに変更され、システムが使用できるようにな

るまでには数分間かかります。

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』を参照してください。

重要

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_01110.html#task_B6E0C2A15FE84D498503ADC19CDB160B


• [Set FC Switching Mode]

• [Set FC End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco UCS
Manager GUIとの接続を解除します。

Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
54

外部ストレージ管理

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。

リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。

あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照ください。


	Cisco HyperFlex Systems ネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
	新機能および変更された機能
	新機能および変更された機能に関する情報

	概要
	このマニュアルについて

	ネットワーク管理
	物理ネットワーク
	VLAN とサブネット
	ジャンボ フレーム
	論理ネットワーク
	仮想ネットワーク

	クラスタ セットアップ後のネットワーク構成
	QoS ポリシーの作成
	MAC アドレス プールの作成
	HX サーバ用の VLAN の作成
	プライベート VLAN の概要
	vSwitch の設定
	既存の VM がない状態で VM ネットワークのプライベート VLAN を設定する
	既存の VM で VM ネットワークのプライベート VLAN を設定する
	ESX ホストでのプライベート VLAN の設定
	vSphere 標準スイッチでの VMNIC の削除
	vSphere 分散スイッチの作成
	vSphere 分散スイッチでのプライベート VLAN の作成
	分散ポート グループでのプライベート VLAN の設定
	仮想分散スイッチ（VDS）または Cisco Nexus 1000v（N1Kv）への vMotion ネットワークの移行
	Stats Daemon のリセット
	既存のクラスタへの vNIC の追加

	外部ストレージ管理
	外部ストレージ管理の概要
	外部ファイバ チャネル ストレージ
	外部ファイバ チャネル ストレージへの HyperFlex ノードの接続
	ストレージ設計の考慮事項

	ストレージ設定の順序
	HX にファイバ チャネル ストレージを取り付ける
	ファイバ チャネルの VSAN の作成
	WWNN プールの作成
	WWPN プールの作成
	vHBA テンプレートの作成
	SAN 接続ポリシー
	SAN 接続ポリシーの作成
	HX ノード サービス プロファイル テンプレートへの SAN 接続ポリシーの統合
	vNIC または vHBA を導入済み HyperFlex クラスタへ追加

	HX へ iSCSI ストレージを取り付ける
	iSCSI SAN の概念
	検出、認証、およびアクセス制御
	iSCSI SAN の問題の回避
	HX FI ドメインに iSCSI ストレージを追加するための VLAN の作成
	外部ストレージの MAC アドレス プールの作成
	iSCSI ストレージの vNIC テンプレートの作成
	LAN 接続ポリシー
	LAN 接続ポリシーの作成
	HX ノード サービス プロファイル テンプレートへの LAN 接続ポリシーの統合
	ネットワーク アダプタの追加
	ストレージ アダプタの追加


	外部 NFS ストレージへの Cisco HX サーバの接続
	Network File System
	NFS に関する注意事項と要件
	NFS ストレージの vSwitch、アダプタ、およびポート グループの作成
	NFS ストレージ環境の設定

	ファイバ チャネルのゾーン分割
	ファイバ チャネルのゾーン分割 Cisco UCS Manager
	ファイバ チャネル ゾーン分割の設定
	ダイレクト アタッチド ストレージ
	ファイバ チャネル スイッチング モード
	ファイバ チャネル スイッチング モードの設定


